
▼検定有効期間（気象測器検定規則第15条）
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○複合測器の検定の有効期間は、これを構成する各気象測器
　 の検定の有効期間のうち最も短いものと同じ期間となります。

○船舶で用いる気象測器の検定の有効期間は、船舶が航行中
　 又は外国の港に停泊している間に有効期間が経過する場合
　 は、その後最初に本邦の港に到着した日までとなります。

○規則改正施行前（施行日平成30年７月１日）に検定の申請が
   あった気象測器の有効期間については、施行前の有効期間
   が適用されます。（検定規則附則第2項による）

※その他の気象測器については、有効期間の定めがありません
※有効期間を定めている気象測器を継続して利用する場合は、
　 検定の有効期間を満了するまでに再検定を受けてください。
※検定の有効期間やその有無に係わらず気象測器は定期的に
　 点検等を行い、維持・管理に努めてください。


